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               http://coral12k.wixsite.com/ralriru 
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日 本 の 活 版 印 刷 
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     新地学 

140字小説 

五分の間彼は海になった。悲しみと怒りが詰まった街を、押し流してしまえるような海になりたかった。そ

れでも、彼がなれたのは小川のように小さな海。行き場のない青い液体が前へ進む。暗い無人の街路。犬の

遠吠えが響く。突然元に戻った。彼が通った翌朝にコンクリートにたんぽぽが咲いた。 

 

Micropoetry(超短詩) 

a lark 

dissolves into 

the blue sky 

he returns to her bosom 

 

訳 ひばりが青空の中に融けていった 

  彼女の胸の中に帰ったのだ 

 

あたたかくて、大きな手 

祖母は祖父と別れた時のことを何回も話してくれた。祖父は戦争に行って、フィリピンで亡くなった。遺骨

は帰ってくることなく、祖父の徽章だけが軍から返還されたそうだ。 

祖父は出征の前夜にずっと祖母の手を握っていたそうだ。 

「あたたかくて、大きな手だった」と祖母は何回も言った。横になって寝ている間も、手を放そうとしなか

ったそうだ。もしかしたら、眠れなかったのかもしれない。祖父と祖母のまわりには、子供たちもいた。10

歳以下の女の子だ。その中の一人が、私の母だ。母は祖父が出征した時のことをよく覚えていなかった。ま

だ 5 歳だったからだろう。母の姉は、その日のことを覚えていて、泣いたと教えてくれた。 

私は祖父に会ったことはない。それでも、祖母から繰り返し祖母のことを聞いたので、頭の中に彼のイメー

ジが出来上がっていた。子供の頃は祖父の悲しみを考えたことはなかった。それでも、年齢を重ねるにつれ、

祖父の胸の内がなんとなく分かるようになった。 

妻と小さな子供たちを残して、出征するのは苦しかったに違いない。しかし、祖父にできることはない。国

家の命令に一個人が逆らうのは不可能に違いない。妻の手を握り締めることだけが、彼にできることだった

かもしれない。祖父は子供たちの寝息にも耳を傾けただろう。その時どんな気持ちだったのだろうか。 

祖母は遺骨が返ってこなかったので、祖父はどこかで生きているのではないかと思っていたようだ。夜中に

物音が聞こえると、「おじいちゃんが帰ってきた」と言うことがあった。夏休みなどに祖母の家に泊まった

時に、経験したことだ。その時は子供ながらに、祖母のことがかわいそうで、胸が痛んだ。 

祖母は私が 20 代の時に亡くなった。知らせを受けて、病院に駆けつけると、祖母は人工呼吸器をつけてベ

ッドに横たわっていた。おばあちゃん子だった私は祖母に駆け寄り、手を握った。意外なことに祖母は強い

力で、私の手を握り返し、何かつぶやいた。祖母の声は聞き取れない。その時に、繰り返し聞いた出征前の

祖父のことを思い出した。祖母は祖父のことを思い出したのだろうか。もしかしたら、私を祖父と思ったの

かもしれない。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



              

       文那 

 

ひたすら走れば何かがわかると思っていた。 

空港に 16 時に到着すると彼女から昨日 LINE があった。いつものように乗ると返信が

あると思ったがそれもなく、待ち合わせの 16 時を 1 時間弱過ぎていた。 

  何かあったのだろうかと腕時計を眺めるが、眺めたところで彼女が来るわけでもない。 

人のすれ違いはほんの少しの綻びから始まることはわかってたが、ここまで返信が来な

いのはさすがに身に応える。 

  仕事の休みがお互い合うのはほんの月のわずかで時間も不定期だからろくに電話も

できない。 

  ---私のことなんて何とも思ってないんでしょう 

言葉で言われるよりもずっと文字の方が胸に刺さった。 

  でも、彼女が来ると信じてる。いつもの待ち合わせの到着ロビーにはいられず彼女が

いそうな所へ走り出した。どこにいるのかは何となくわかるがそれでも見当違いな方へ

走りたかった。間違っていても遠くても、信じるということを確かめたかった。信じる

ということは確かな形がない。形がないからこそ人は不安になり確かめたがり、押し付

けて時には大切な誰かを傷つけてしまう。 

  スーツ姿の人の中家族連れの中を駆け抜ける。 

  彼女にあったら幸せになんて誰にでもなれると伝えたい。泣いてきた彼女に幸せにな

って欲しい。 

  足早な人たちが多い空港を駆け抜け、飛行機の見える展望デッキに出るとそこに彼女

がいた。 

金網に手をかけて飛行機を見ている、少し強気で負けず嫌いな彼女の 10 数メートル手

前にいると彼女がこちらを振り向いた。斜めに流した髪の毛をいじりながら、見てない

風に少しだけ右斜め上を見つめるいつもの顔でやってくる。 

  飛行機が飛び立つ度にジェットエンジンの高い音が響く。 

 おかえりと言う前に強がりながら彼女が風に消されないように大声で言った。 

『幸せになるために帰ってきたの』 

 嬉しくなって思わず彼女を見ると照れた様子で俯いていた。 

  大切な人だからその人の幸せを考えることが信じることなのだと悩みながら走りな

がらわかった気がした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

夕
暮
れ
の
庭 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

冬
桐 

 

夏
の
草
花
、
小
さ
な
池
、
そ
し
て
大
き
な
樹
木
。 

蝉
の
音
、
暑
さ
と
湿
気
が
入
り
混
じ
っ
た
不
愉
快
に

感
じ
ら
れ
る
空
気
が
漂
う
庭
。 

庭
は
手
入
れ
を
し
て
い
る
よ
う
で
し
て
お
ら
ず
、
草

花
が
自
由
に
自
分
た
ち
の
栄
華
を
誇
っ
て
い
る
。 

そ
の
中
で
も
鬼
灯
が
一
番
こ
ち
ら
の
目
を
引
い
て

く
る
。
あ
の
朱
色
が
、
い
や
で
も
庭
の
中
で
目
立
っ
て

く
る
。 

縁
側
に
座
り
、
庭
の
栄
華
を
眺
め
な
が
ら
ち
び
ち
び

と
冷
酒
を
少
し
ず
つ
口
に
含
ま
せ
る
。 

 

庭
の
鬼
灯
に
集
中
し
て
い
る
と
、
ふ
わ
り
と
人
の
気

配
を
後
ろ
か
ら
感
じ
る
。 

 

―
夕
方
か
ら
酒
と
は
さ
ぞ
か
し
い
い
こ
と
で
も
あ
っ

た
の
か 

 

声
が
す
る
も
振
り
返
ら
な
い
。
振
り
返
ら
ず
と
も
わ
か

る
、
も
と
は
こ
の
家
の
家
主
で
あ
る
。 

 

今
は
訳
あ
っ
て
、
自
分
が
こ
の
家
の
家
主
だ
が
、
前

の
家
主
は
ふ
ら
り
と
現
れ
る
。 

 

―
な
に
、
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
よ
。 

 

こ
の
庭
を
眺
め
て
い
た
ら
、
つ
い
つ
い
酒
が
飲
み
た

く
な
っ
た
と
い
う
だ
け
だ
よ 

 

―
相
変
わ
ら
ず
、
手
入
れ
を
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
庭

だ
な
。
昔
は
も
う
少
し
ま
と
も
に
見
ら
れ
る
、
、
も
の
だ

っ
た
の
に 

 

―
そ
う
い
う
な
よ
。
こ
れ
は
こ
れ
で
風
情
と
い
う
も
の

だ
。
君
も
隣
に
き
て
ど
う
だ
い
、
酒
で
も 

 

―
…
…
君
の
そ
の
風
流
と
い
う
も
の
は
理
解
が
で
き

な
い
な
。
し
か
し
、
酒
は
い
た
だ
こ
う
。 

  

隣
に
座
り
、
こ
ち
ら
に
盃
を
差
し
出
す
。 

 

ト
ク
ト
ク
と
酒
を
注
ぎ
、
二
人
で
庭
を
眺
め
る
。 

  

―
…
…
、
こ
う
見
る
と
、
人
の
営
み
と
い
う
も
の
は

こ
の
庭
の
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。 

一
時
の
花
を
誇
り
、
そ
し
て
枯
れ
て
い
く
。 

ま
る
で
人
間
の
一
生
の
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
。 

  

こ
ち
ら
の
言
葉
に
薄
く
笑
う
気
配
が
あ
る
。 

 

し
か
し
気
に
せ
ず
言
葉
を
続
け
る
。 

  

―
君
の
住
ん
で
い
た
こ
の
家
に
い
る
と
、
君
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
ね
。
庭
を
眺
め
る
と
特
に
だ
。 

 

ま
ぁ
、
君
が
ふ
ら
り
と
い
つ
も
こ
ち
ら
に
来
る
か
ら

だ
ろ
う
が
な 

 

―
な
ん
だ
、
来
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
ら
い
つ
だ
っ
て
言

っ
て
く
れ
て
い
い
ぞ
。
こ
ち
ら
も
暇
で
は
な
い
。
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
ら
な 

 

―
そ
れ
は
言
っ
て
い
な
い
よ
。
し
か
し
、
人
に
言
え
た

話
で
は
な
い
な
。 

亡
き
親
友
が
夕
暮
れ
時
に
ふ
ら
り
と
現
れ
て
は
酒

を
飲
む
な
ん
て
。
君
の
ほ
か
の
友
人
が
知
っ
た
ら
な
ん

と
い
う
か 

  

こ
ち
ら
の
言
葉
に
う
っ
す
ら
と
微
笑
む
。 

 

そ
の
顔
は
う
す
ぼ
ん
や
り
と
し
て
お
り
、
向
こ
う
か

ら
夕
陽
が
見
え
て
い
た
。 

 

そ
の
微
笑
み
を
肴
に
、
酒
を
口
に
含
む
。 

 

隣
に
い
る
親
友
も
同
じ
よ
う
に
酒
を
含
む
。 

 
 

生
前
と
何
も
変
わ
ら
な
い
、
見
慣
れ
た
動
作
で
。 

        



          

       ねむねむあくび♪ 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな手仕事。今日は紅茶 ｵﾚﾝｼﾞとｼﾞﾝｼﾞｬｰの香りは、 お茶パックに詰めて、  袋の口を折って閉めて 

             スッキリとした甘さ  

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな感じ。      紅茶はたくさんあるので、  使う容器は、缶が理想  ﾗﾍﾞﾙを貼り、完了。 

            銘柄が分かるように、袋を  なのですが…。 

            ﾗﾍﾞﾙとして利用します。   空の紅茶缶が無いので、 うちはこの状態にして、 

            ﾗﾍﾞﾙには、香りや味の特徴  今回はコレ。      いろんな紅茶を気軽に楽し 

            や飲み方のﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ等、               んでいます。 

            重要な情報が載っています。  

            本でいう目次やあらすじの              次はラッピング♪♪ 

            様に大切なものです。 



 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用するのはこちら。   袋詰めした紅茶を細くして 紅茶の銘柄を書いて    貼り付けます。 

紅茶やｺｰﾋｰはそれ自体香り ﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れ、袋を閉じます。            これを繰り返して、いろ 

がある上、他からの匂い移り                          んな紅茶を袋詰め… 

を防ぐため、袋は糊付きの                           ラッピングは続きます。 

ﾋﾞﾆｰﾙ袋を使います。 

(食品を直接入れても良い袋を 

選びます。) 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

今回はコレ        大きいので、半分に切って 一回り大きいﾋﾞﾆｰﾙ袋に   完成です。 

                          ｾｯﾄ。ﾋﾞﾆｰﾙ袋を使った    

                          ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞは中身が把かって  本と一緒に、 

                          良いのですが、そのまま   愉しいお茶の時間を 

                          入れるよりも、少し飾り紙  すごしましょう。 

                          を加えたほうが綺麗です。 

                          包装した２種類の紅茶をｲﾝ。 



 

      平瀬とむ 

やわらか青が そっと抱くだけ 

やがて忘れてしまうでしょうか 

こんなに優しい青い白 

 

天使でも住んでいそうだ 

あたたかい晴天とふわり雲 

心の中 まるで 

サイゼリアの天井みたい 

 

ラムネのように溶けてゆく 

呼吸も孤独も、誰かの涙でさえ 

朝が来て 

ただの光に変わる前に 

私はそっと残していく 

腕の中 

こぼれ出るひと粒を 

 

むなしかっただけの魔法を全部あげる 

 

睨んだ景色はたいてい 

なんでもない色 白いお日さま 

つまんない 

 

思いがけなく愛してくれなくちゃ  いや。 

 

 

うしろからつつんだ 

つめたいつめたいそのからだ 

その不完全を私は喜んだ 

私の熱で出来てしまえ。 

 

日に日に痴呆が進みゆく 

活発な夏空 

 

目の前が どんなに歪んで見えても 

この朝日は君のもの 

 

目を閉じて 

きみはきみであれ 



 

       ハミング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



              道 尾 秀 介 風 ピ ノ キ オ 

       たいこ  

 

「おじさん、僕、家に帰りたいよ。お願いだよ、おじさん…」 

 ゼペットは目が覚めた。悪い夢を見ていた。全身にびっしょりと汗をかいている。伏せていた机

の上には製作途中の木彫りの掛時計。どうやら作業中に眠ってしまったらしい。ふと壁のカレンダ

ーに目を遣る。今日は、木の人形だったピノキオが妖精に命を吹き込まれた日だ。あれからちょう

ど十年。そして、あの忌まわしい日から二十年が経つ。 

 

ゼペットは孤独な男だった。愛情というものを知らず、人の愛し方もまるで分っていなかった。

だから二十年前、道を歩く少年に思わず声を掛けた時、彼は、少年を幸せにできるのは、そして真

に少年の父親になれるのは自分だという妙な恍惚感で胸がいっぱいになっていた。少年もゼペット

の一方的な愛を受け入れてくれると信じて疑わなかった。 

 

 ピノキオを作り上げた時、驚きと恐ろしさと、そして嬉しさで震えが止まらなかった。あの時の

少年と瓜二つだったからだ。決して意識したわけではなかったが、自分でも気づかないうちに、少

年の面影をピノキオに彫り付けていたのだろう。‘ピノキオ’とあの少年の名前を付けたのも、当

時の記憶を強く刺激されたからだ。 

 

 ピノキオを傍に置いておくことにはいくつもの意味があった。長年待ち望んだ家族をついに手に

入れたという喜び、少年に対する償い、あのことをいつまでも忘れないようにという自分への戒め。

ゼペットは今も覚えている。ピノキオに触れる度、話すたびに思い出す。二十年前、自宅に帰りた

いと大声で泣き叫んだ少年の首に咄嗟に手を掛けたあの痛みを。これまでの自分の惨めな半生を全

て否定した少年の叫び声は、今もこれからもずっと、ゼペットの胸を抉りつづけるだろう。 

 

 再びカレンダーに目を遣る。あれから二十年。この国の法律では、今日、ゼペットの犯した罪は

すべて消える。ゼペットは思う。何かが変わるのだろうか、と。少年を死なせてしまってから最初

の十年、ゼペットは暗闇の中をかろうじて生きていた。ゼペットには何もなかった。しかしピノキ

オに出会ってからは違った。ピノキオと二人三脚で人の道を知ってゆく道程で、ゼペットは人を愛

するという事を知った。人を愛する事の喜びや苦しみを知った。守るべき存在を得ることで孤独を

知った。絶望を知った。そして、あの少年や彼の家族が見たであろう、深い悲しみを、痛みを思っ

た。 

これからの歳月はどうだろう。少なくとも自分の犯した罪が露見することを恐れる日々からは逃れ

られるのだろうか。ピノキオの純粋な瞳を、正面から見つめられるようになるのだろうか。 

 

「ただいま」と若い声がした。ピノキオが学校から帰って来たのだろう。この十年、自分を生み、

育てた老人の善意を疑うことなく生きてきた青い声がする。ゼペットは慌てて思考を中断する。悟

られてはならない。過去の自分を微塵も感じさせてはならない。ゼペットは一度だけ深呼吸して言

った。この十年間毎日のように言い続けてきた科白を。 

「おかえり、ピノキオ。」 



              

       こら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

       cockroach's garten 

 

     

 「内の理想、外の理想」 
 

   たわわに実った思考の果樹園を、ずかずかと入り込んでは、見 

   るも無残な荒寥たる姿に変容させる悪党がいる。 

 

   私はみすぼらしくみえる果樹園から僅かばかりの叡智を精神に 

   針を逆立て、探る。未知の実には悪党すら知らない甘美な味が 

   濃縮されているだろう。彼らはそれを永久に知れない。 

 

   もしかして、それは私が長年追い求め、縋った内なる理想。 

 

   淡い期待が体中に充満する。愉悦に赤らんだ想像が狂喜乱舞の 

   音頭を奏でて私を舞い上がらせる。 

 

   ならば、踊れ！お前も枯れ果てるがいい！全ては徒労に終るの 

   だから。 

 

   怒声のような勢いの言葉が脳裏から叫ぶ。私はそれを感じた。 

   悪党になびいた正気の淡
あわ

心
ごころ

が精神を凍えさせたのだ。悪寒に近 

   い不吉な寒気を漂わせて、地に足をつけるように迫って来る！ 

 

   精神が哀しみ、揺らぐ。しかし、今も信じ、私は捜す。 

 

 

 



 



日 本 の 活 版 印 刷 
       

     コットン 

・日本語の印刷の歴史は 1590 年代からの木活字印刷が始まりとされている。(キリシタン版や伏見版など) 

  下図：キリシタン版『きやどべかどる』は和欧混植 

・(江戸時代)1600 年代～1800 年代半ば製版印刷(刻工が版木を彫る)と少部数出版の近世木活字本(木活字を組み 

 合わせて作り、思想性を帯びた公に出版できない本など)があった。 

・1800 年代前半から中国沿岸部及び欧州で金属活字は製造されていた。 

・1867 年にヘボン式ローマ字表記法で有名なジェームス・カーティス・ヘボンが和英・英和辞書の『和英語林集 

 成』を出版した。 

・上海美華書館のウィリアム・ギャンブルが本木昌造らに 1869 年 11 月から 4 か月にわたって活字印刷や電胎 

 法（電気めっき）の講習を行ったことが、日本の近代的な金属活字の出発点になった。 

 この講習に参加した人々の中には勧工寮(後の大蔵省印刷局)の人達もいました。 

・本木昌造らが日本語に不可欠な仮名を装備(和様)、東京築地活版製作所をおこし活字を販売。 

 (ひらがなは連続して書かれる連綿体で、正方形の中に一字ずつ書く発想も経験もなかった。) 

・その活字を購入し、自らの活字にしていく動きが出て 

 その主たるものが秀英舎(現在の大日本印刷)の活字となり 

 二大潮流と呼ばれる。他にも大鳥啓介、島霞谷、木村嘉平 

 などがいる。 

・写真植字や DTP などが出現し現在 

 の活版印刷は名刺・はがきの印刷 

 業者ぐらいとなる。 

               ヘボン博士          四号明朝と和様     キリシタン版 

               『和英語林集集』                    『きやどべかどる』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明治 36 年の東京築地    明朝体 左 1820 年一番～右 1946 年      東京築地活版製作所 築地体 

 活版製作所の見本帳     明朝体の変化をまとめたもの。     前期 5 号仮名(右)と後期 5 号仮名(左) 

 

参考文献： 

  『日本語活字ものがたり 草創期の人と書体』 小宮山博史 

  『真性活字中毒者読本』 小宮山博史、府川充男、小池和夫 

  『活字印刷の文化史』 小宮山博史、内田明ほか 

  『組版／タイポグラフィの廻廊』府川充男、小池和夫、小宮山博史、日下潤一ほか 

  『文芸研究 123 号 近代活版印刷史について —1980 年代末からの研究をたどる——』井内秀明 



編集後記 

 

もう『ジンジンする ZINE』を編集するのも５回目かと思うと感慨深いものがあります。 

常連の方々のバックアップと新しい人の新しい風と何より愛読して頂いている皆様のご感想に支

えられています。（褒められるのが大好物だったりします。） 

 

高一の時、ふらりと書店に入り当時としては変わった題名だった『僕は散歩と雑学がすき』(植草

甚一)を購入したり、『話の特集』や『宝島』を読んだりしたのが今に繋がっているのかもしれない。 

今後とも、よろしく～♪ 
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